
『

学

垂

ト

己

一
一

蕊:幾塗
酉毒二1＄…2＆9 蓉

辿
史
露
廻
簿
翰
露
ガ
寄
推
ブ
ツ
タ
列

菅
谷
館
の
主

畠
山
重
忠
一

ふ

F

＃
甲

〃 ーミ
h,

晶
睡

麓雲ぎゞ錘蕊雫謬燵霧

勺

一

埼玉県立嵐山史跡の博物館巳

埼玉県立嵐山史跡の博物館が建つ国指定史跡「比企城館跡群菅谷館跡」は、平安時代末期から鎌倉時代初期に活躍し

た豪族畠山重忠の館跡と伝えられています。畠山重忠は、現在の深谷市畠山の畠山館で生まれ、その後この菅谷の地に
館を構えたといわれ

る、埼玉県ゆかりの人物です。源頼朝の右腕として手腕を発揮し、鎌倉幕府に仕えた重忠の活躍ぶりは、鎌倉幕府が

編さんした歴史害「吾妻鏡」や、軍記物語「平家物語」などからうかがうことができ、逸話も全国に残されています。

もっとも重忠にまつわる伝承の中には明らかに史実と異なるものも見受けられます。800年以上前の人物であること、

42歳で時の権力者である北条氏に滅ぼされて資料が散逸しまったこと、ゆかりのある遺跡の発掘調査からも重忠に直

接結びつくような資料が見つかっていないことから、わからないところも多くあります。 （埼玉県立嵐山史跡の博物館
館長）

東京都駒込に住んでいた儒学者小柳通義(1870～1945)は、地元有志の協力を得て、昭和4年(1929)春、現存する

重忠のコンクリート像（竹筋）を建立しました。平服で鎌倉の方角を臨む重忠の姿は菅谷小学校長宮崎貞吉(1878~

1950)の提案、造形は美術学校出身の浅井正山、碑文の撰文と害は小柳通義が行いました。表紙下段写真の重忠像の右

脇で笠をかぶっている人物が小柳です。 この重忠像は、平成24年度に嵐山町指定有形文化財（美術工芸品）となりま
した。



展墓

畠山氏の系譜
～重忠誕生前夜

1垂: .や玄1 - ;F丘廷 ち.ﾐうか人 むきL ﾘくに

畠山菫忠は、長寛2年(1164) 、武蔵国（埼
|土たけやましげ

玉県・東京都と神奈川県の一部）の豪族畠山重
よし さがみの〈に

能の次男として誕生しました。母は相模国（神
みうらよしあき えどしげつく§

奈川県）の豪族三浦義明の娘（母を江戸重継の
お‐すま

娘とする新説あり）です。父の重能は、男衾郡
こぐが

し;fだか たてわきせんじょう

一方、秩父重綱の子秩父重隆は、帯刀先生（皇
誌もとOよしかた

太子警護役人の長）であった源義賢と組んで勢力
きゅうじゅ

拡張をはかりましたが、久寿2年(1155) 、義賢
やかた おお〈ら おお〈らかつ

の館があった大蔵（嵐山町）を舞台とした大蔵合
せん よしとも よしひら

戦で、源義朝と義平らの軍勢に敗れます。畠山菫

の中心である国衙領の畠山郷（現在の埼玉県深

谷市畠山一帯）を本拠とし、菫忠は重能の居館

であった畠山館で生まれたといわれています。
かんむへいし ちちぶし

畠山氏は桓武平氏の流れをひく秩父氏の一族

です。秩父氏は、平安時代中期ころから秩父盆
こぐが

地を開発した豪族で、代々、武蔵国の国衙（役
ざいらようかんじん

所）の在庁官人（国司の命を受けて事務を担当

する役人）を務め、武蔵国内で大きな勢力を誇

っていました。そして、 この時代の生活や軍事
まき

に欠かすことのできない馬を育て管理する牧も

掌握していたことから、秩父一族はその実力を
Lげつな

不動のものとしました。畠山氏は、秩父重綱の
しよう 上

孫の重能が畠山郷を本拠とし、荘園の荘司とな
はたけやまいう じ

ったことから、畠山庄司を称したことに始まっ

たといわれています（略系図参照） 。

能は源義平に組みしていたといわれています。な
二まおうまる よしなか

お、 このとき義賢の子駒王丸（後の源義仲）は、
きそ

畠山重能の手引きにより木曽へ落ち延びました。

武蔵国に大きな勢力を張っていた秩父重隆が倒れ

たことにより、武蔵国の武士団の多くは源義朝の

配下に入りました。

この後、武蔵国の武士団は、大蔵合戦の翌年
ほうげん へいじ へいじ

におきた保元の乱や平治元年(1159)の平治

の乱において、源義朝のもとで戦いました。 し
た1,らのきよもり

かし平治の乱では、源義朝が平清盛に敗れ、武

蔵国が清盛の知行国となったことにより、武蔵

国は平氏の支配下におかれることになりまし

た。菫忠はこのような時代に誕生したのです。
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《県指定文化財鋳銅経筒》＜平沢寺（嵐山町）蔵＞
可

さようっつ ごくら〈おうしとう きょうてん

経筒は、極楽往生などを願って、仏教の経典を土中に

埋める経塚を造る際に造られた、教典を入れるための容
耆ゅうあ人 めい

器です。この久安4年(1 148)銘を刻む経筒は、江戸時代
へ上 、たく じ たいらのあ

に平沢寺の妻山から発見されました。銘文にある「平朝
そ人しげつな ちちぶしげつな

臣弦縄」は、菫忠の舌祖父秩父菫綱であるといわれてい

ます。このことから菫綱の時代には、平沢寺のある嵐山
と きがわ

町（都幾川以北）を含めた比企地域が、菫棡の勢力圏で

あったことがうかがえます。
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にんあん ざよもり

仁安2年(1167) 、菫忠が3歳の時、平清盛
だじようだいじん えいが きわ

が太政大臣に任じられ栄華を極めることになり

ます。菫忠は、平氏の全盛期に平氏一族の子と

して成長したのでした。
じ し上？ よし

ところが、治承4年(1180) 8月17日、源義
とも よりとも

朝の子頼朝が平氏打倒を掲げて挙兵したため、

各地の武士は再び平氏・源氏いずれに味方する
へいけものがたり

のか判断を迫られました。 「平家物語』によれ
しげよし

ば、 この時、菫忠の父重能は、平氏方の武将と
ごしょ 号よう とおおばんやく

して京都の御所の警護役である京都大番役を務

めるために上洛中で、畠山館の留守は菫忠に任

されていました。

秩父平氏の系譜をひき、平氏に仕えてきた畠

山氏の当然の選択として、菫忠は平氏に味方
心､さしの〈にろ すど二ろそうけんきょうしき

し、秩父一族で武蔵国留守所総検校職として
Uさしの.〈に かわごえし

武蔵国の武士団に指揮権をもつ河越氏らととも
ざがみの<に みうら きいかさ

に、頼朝に味方した相模国の三浦氏の居城衣笠
じ上う

城（横須賀市）を8月26日攻撃し、落城させま

した。この時、菫忠は17歳でした。なお、三浦

氏は菫忠の母の実家であり、 この戦いで重忠の
よしあき かわ二『えしげよ（) え と′ しげなが

祖父にあたる三浦義明は河越重頼や江戸菫長ら

に攻められ、 自害に追い込まれました。
いしばしやま

頼朝は、 8月23．24日の相模国石橋山の合
あわのくに

戦に敗れ、海路安房国（千葉県）に逃れました
かずさ しもうきり<仁

が、相模国と安房・上総・下総国（千葉県）の

武士団が頼朝に味方したため、治承4年10月に

は武蔵国に入るまでに勢力を回復します。頼朝

は、武蔵国に勢力をもつ秩父一族の江戸重長に

頼朝への帰属を勧告します。 『吾妻鏡』によれ
ながい

ば、同年10月4日、長井の渡しにおいて、秩父

一族の江戸重長や河越重頼とともに、菫忠は頼
げんへいじ員う弓1－い き

朝に従うことになります。 『源平盛衰記』に

は、 この時、頼朝と菫忠の間で、菫忠が源氏方

に加わることになれば都にいる平氏方の父の重
おや哀だありしげ

能や叔父の小山田有重と敵対する関係になるこ

と、頼朝に味方する三浦氏を討った理由、白旗

は源氏の指す旗であるのになぜ平氏方の菫忠が

指しているのかなどの問答があったことが記さ

れています。

《満二寺にある伝三浦義明公墳篁[宝筐印塔] (横須賀市)》
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源平の
争乱 ～治承・寿永の乱～

じ し裳う こしらかわほうおう らち

治承4年(1180) 5月、後白河法皇の皇子以
ひとおう

仁王による平氏討伐の令旨が諸国の武士に伝え
より実さ

られ、畿内に基盤を持つ源頼政が平氏打倒の兵

をあげました。これに応じて、伊豆に流され
よりとも しなの き そだに

ていた源頼朝や信濃の木曽谷で暮らしていた源
言 そ よしなか

（通称木曽）義仲をはじめ各地の武士が挙兵

し、 5年にわたって争乱が続きました。この内
し しよう しゅえい

乱を治承・寿永の乱といいます。

源頼朝は、治承4年(1180) 10月6日、畠山
さがみの

菫忠ら秩父一族を従え、父祖ゆかりの地、相模
<に

国（神奈川県）鎌倉に入りました。この時、菫
せんじん

忠は、名誉ある軍勢の先陣をつとめました。菫

忠が先陣をつとめることになった理由はふたつ

考えられます。ひとつは、二日前の長井の渡し
げんぺ1.,じょうすL , ざ

における問答の結果からです。 『源平盛衰記』

によれば、菫忠が白旗を指していたことを頼朝
たけつな

がとがめたとき、重忠は「白旗は先祖武綱が源
よしいえ

義家からたまわったもので、 この旗をかかげて
きよ1士らだけひら

先陣をつとめ、清原武衡らを攻め滅ぼした由緒

ある旗であり、白旗を指すことは当家の吉例で

ある。また、源氏のためには縁起のよい旗であ

る」と答えて、頼朝を感激させたと記されてい

ます。このことから吉例をもとにして菫忠を先

陣にしたと思われます。もうひとつは、平氏方

の武士が頼朝の傘下にはいったことを宣伝する

意味があったと思われます。菫忠が先陣を命ぜ

られたと聞いた多くの武蔵国・相模国の者たち

が頼朝の軍勢に加わったといわれています。

こうして東国をまとめた頼朝は、いよいよ西

国の平氏打倒に向けて動き出していくのです。

出し、都入りを果たしました。京から追われた平
あんと< びぜ人の<に

氏は、安徳天皇とともに備前国（岡山県）へ落ち
とうごく さ たけん

ていきます。一方、頼朝は、朝廷から東国沙汰権
あるL

（支配権）を公認され、名実ともに東国の主にな

りました。この年がこれ以後の平氏と源氏の運命

を分けた年となったのです。

|宇治川の戦い １
１

入京した源義仲と対立した後白河法皇は、源

頼朝に対し、義仲追討の命をだします。これを
のりより よしつれ

受けて頼朝は、弟の源範頼と源義経に大軍を与
げんりやく

えて上洛させ、元暦元年(1184)正月に義仲
おうみの〈に あわづ

を近江国（滋賀県）粟津で討ちました。
..､'. 、 けもの力;た1 1 1．、<

『平家物語』によれば、 この戦さにあたり菫

忠は、義経軍の一員として500騎の軍勢を率い
つ しかわ

て参戦していました。夜明けに到着した宇治川

は、雪解け水で水位が上昇し、皆力ざ渡河を農
ちよ せぶ

路する状態でしたが、菫忠は「瀬踏みしましょ

う」といって、馬で川に入ります。渡る途中で

敵方に馬を射られ、仕方なく河床を歩いている
え ぼ し 苫

と、馬を流された烏帽子子（元服の加冠の儀式
おおく‘しLげち力‘

にあたり、冠を授けた子）の大串重親がしがみ

ついてきたので、怪力の菫忠は重親を敵陣のあ

る対岸に投げてやりました。すると重親が、
か ら

「徒行だちの一番乗りである」と叫んだので、

皆の笑いを誘ったという話が記されています。

このあと菫忠は、他の馬に乗り換えて義仲の
ながせし：fっ.ぼ

家臣である長瀬重綱を討ち取り、味方の指揮を

鼓舞したと伝えられています。

|源平の興亡 …
Ｉ

『
ご
一
存
夢

源頼朝は、治承4年(1180) 10月の富士川の

戦いの後、東国の地盤固めに力を注ぎました。
しなのの<に

一方、頼朝とほぼ同じ頃に信濃国（長野県）で

挙兵した源義仲は、次第に勢力を拡大していき

ました。あわせて各地の源氏勢力も立ちあがっ

たため、争乱は九州まで広がっていきました。
し心え（ ,

寿永2年(1183) 、義仲は京から平氏を追い
<三山館跡（深谷市）にたつ鵯越の逸話をもとにした菫忠像》
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１
１
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』

では、各書物にはどのように書かれているの
あづまかかみ

でしょうか。まず、 『吾妻鏡』によれば、 「菫
おおて

忠は大手の軍の大将源範頼に従った」としてい

ることから、鵯越はもちろん、義経軍にもいな

かったことになります。 『平家物語』には、搦

手の大将源義経に従ったとありますが、鵯越の

場面に菫忠の名前はなく、馬を背負った話も

記していません。実はこの話が登場するのは、
げんぺL，しょうすいき

『延慶本平家物語』や『源平盛衰記』だけで、

菫忠の所属についても「範頼を大将の器ではな

いと見限った菫忠が、義経の軍に乗り換えた」

と記されており、記述の信遍性が疑われます。

一方、 『吾妻鏡』や『平家物語』などの諸本
ほんだちかつね た!,うりもろもり

の多くには、 「菫忠の家臣・本田近常が平師盛

（渭盛の孫）を討ち取り、それが安田義定の手

柄となった」という記事があります。このこと

から、菫忠主従が属していたのは、鵯越に向か

った別働隊ではなく、安田義定らカヲ率いる搦手

の本隊であった可能性が高いといえます。

このことから、今日では、菫忠が鵯越で愛馬

を背負って下りたという話は、菫忠の怪力ぶり

と心根の優しさを物語るために、後世に創作さ

れたものと考えられるようになっています。

麗織蕊隷襄
知

'一の谷の戦い亭、 ；
のりより よしつれ よしなか

源範頼・源義経軍が布源義仲追討に追われて
ふくはら

いる間に、平氏は西国から旧都福原（兵庫県神戸
せつっの〈 4ニいち たに

市）へ戻った後、摂津国一の谷（神戸市）に陣を

築いて、京都回復を目指しました。このため、範

頼・義経軍は、義仲を討ち取ると、頼朝の命を受
げん:〕 ･7，く

け、元暦元年(1184) 2月、一の谷に陣を構えた

平氏への攻撃にかかります。
詮とりごえ

一の谷の戦いといえば、 「鵯越を菫忠が愛馬
みかづき （、つわ

三日月を背負って下りた」という逸話が大変有

名です。鵯越は一の谷の裏山で、平氏の陣を真
だんがいぜつべき

下に見下ろす断崖絶壁でした。義経以下、急な

斜面を馬とともに降りることになかなか決心が

つかなかったといわれるこの難所を、菫忠は本

当に馬を背負って下りたのでしょうか？
からめて

実は、 この鵯越に向かったのは搦手の軍であ
み§つ

る義経軍2万騎のうち、たった70騎からなる別
と'うた1 ，

働隊でした。義経は鵯越に向かうにあたり、 こ
か いげんじ

の別働隊を自ら率い、残りの本隊は甲斐源氏の
やすだよしきた

安田義定らに預けたのです。つまり、重忠の先

の逸話が成り立つためには、重忠がこの別働隊

の一員でなければなりません。
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一の谷の闘いで敗れた平氏は、福原の都（神
さぬぎの〈に

戸市）を追われ、瀬戸内海を渡って讃岐国の
やし壹

屋島（香川県高松市） に新しい拠点をおきま

した。頼朝は、中国地方から九州を押さえた

後、 この屋島を攻鑿する作戦をとりました。
げんりっ〈

菫忠は、一の谷の合戦に引き続き、元暦元年

(1184) 9月、源範頼に従って西国へ進んでい

ます。

『平家物語』などで有名な;鎧写望による篇
まと

の的の逸話は、 この屋島の戦いでの出来事で

す。 『源平盛衰記』には、最初に平氏の扇の的

を射るよう命じられたのは菫忠であり、菫忠は

固辞し那須与一を推薦したと記されています。
ぶんし

文治元年(1185) 2月19日、平氏軍は、義経
ぶん二の 〈に

軍によって屋島から追われ、豊後国（大分県）

に渡っていた範頼軍と屋島の義経軍に包囲され

る形となり、 3月24日、農龍（山口県)の道
のうら

ノ浦で滅亡しました。
しわど じ とう

同年11月に、頼朝は朝廷から守護・地頭の設

置を認められたことから、東国を中心にした支配

権が西国にもおよぶことになり、武家政権として

の鎌倉幕府が事実上成立しました。菫忠も幕府の
こ けにん

御家人として活躍していくことになります。
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鎌倉幕府に
おける｣活躍

筆 ．.~~＝＝言~了｡ I

誼；卦 一 泊

一一節 一 R’ |幕府における業績
ｰ

。
Ｂ
ザ
ワ
“
字
毎一

奥擬合戦

けん雪,》う せいいたいし占うぐん

頼朝は、建久3年(1192) 7月、征夷大将軍に

任ぜられ、鎌倉幕府が名実ともに成立しました。
し

菫忠は、幕府の公式行事への列席や頼朝の寺
しやさんけい ずい二う

社参詣への随行などのほか、建久4年には武蔵
たんとう こたまとう

武士の丹党と児玉党のいさかいの調停をするな
どけにん

ど、幕府御家人としての実績を積み重ねていき
ふ じ かり

ました。菫忠は、頼朝が富士野の狩に出かけた
とうたいし

際にも随行し、東大寺大仏殿再建供養のために
じkうらく

上洛した際には先陣をつとめています。このよ

うに、頼朝が重忠に大きな信頼を寄せていたこ

とがうかがわれます。
〈にもと やかた

菫忠は、国元の菅谷館のほか、鎌倉にも邸宅

平氏が滅びると、源頼朝は、戦いに尽力した

弟の範頼と義経を鎌倉へ呼び戻しますが、後白

河法皇に眼をかけられた義経が頼朝に承諾を得

ないまま官位をもらったことをきっかけに、義

経を遠ざけるようになります。頼朝に憎まれた

義経は京を追われて、鎌倉に入ることも拒否さ
おうし心う ひら'‘ ,ずふ

れたため、奥州藤原氏を頼って、平泉（岩手

県）に身を寄せました。
ぶ,L じ ゃすひら ひでひら

文治5年(1189) 、藤原泰衡は父の秀衡がか

くまっていた義経を自害させ、頼朝のもとにとど

けましたが、頼朝は義経をかくまったことを許さ

ず、藤原氏を討つため奥州に出陣しました。この

とき重忠は軍勢の先頭にたつ先陣という名誉な役

割をつとめています。そして、平泉に向かう途
あつか し

上、藤原氏が防御のために阿津賀志山（福島県伊
二つ ．;、

達郡国見町）に築いた堀を、菫忠は工夫を使って

埋めてしまうなど大きな働きをしました。

を設け、幕府の公

務をおこなう際な

どにはここを拠点

としていました。

邸宅のあった場

所については諸説

ありますが、現在

「畠山重忠邸肚」

の石碑が建てられ
しん

ている場所は『新
ぺんさかがみ．;､ と’ きこう

編相模風土記稿』

の説をとっていま

す。

阿津賀志山の合戦における勝利の後、頼朝が
もんしょ

菫忠にあてた文言で、制圧地において軍勢が乱

暴な行為をしないように監督することを命じて
か『おう

います。文頭に頼朝の花押（サイン）がありま
もりとき

す。資料名にある平盛時は、頼朝が出す文言の

代筆を仕事としていた頼朝の側近で、この文言

をしたためた人物であり、月日の下に名前があ
し上う

ります。菫忠にあてた文言ですが、菫忠は「圧
じ じろう

司次郎」と記されています。

(畠山菫忠邸跡の石碑（鎌倉市)》

淳
・
・
０
１
，

、．

《源頼朝袖判平盛時奉書（複製)》＜当館蔵・原資料は東京大学史料編纂所蔵＞
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《源氏の守護神として崇拝された

鵲岡八幡宮（鎌倉市)》

れていました。そしてこの席で、菫忠も今様を

披露しているのです。菫忠は今様に相当の自信

をもっていたのでしょう。
ふうり:､計 わざ

こうした風流な技を、菫忠はどこで身につけ

たのでしょうか？菫忠たち御家人には、京都御
ざk司 とおおばんやく

所の譽護をする京都大番役という役目が、当番

制で義務づけられていました。当番のときは、

約半年から3ケ月ほど京に滞在することにな

り、京の一流の文化に触れることが可能であっ

たと思われます。おそらく菫忠はそうした機会

を利用して、修養を積んだものと思われます。

頼朝は、武術だけでなく、 こうした才能をもっ

た人物を重用しました。菫忠が頼朝に重用され

た理由にはこうした面もあったからでしょう。

’
1

芋
町
会
こ
〃
ワ
洲
イ
洲

音曲の才能

かし ､

数々の活躍の中には、菫忠の音楽の才能を垣
ま

間見ることができます。
しら0kう し しずか二′ぜん

当時、京で有名な白拍子であった静御前は、
よしつれ

頼朝の弟義経の恋人となっていましたが、義経

が頼朝と不仲になり、頼朝から追われるように

なると、静御前は捕らえられて鎌倉に連行され

ました。そして、静御前は頼朝から命じられ、
つる力iおかばちまん<'う 麦い

文治2年(1186)4月7日に鶴岡八幡宮で舞を披
こ’ けに人

露しました。舞の伴奏は、幕府の御家人のなか

で楽器を演奏することができる者がつとめまし
どう轡みう し

た。重忠は、伴奏者のひとりとして、銅拍子と

いう楽器を演奏しました。銅拍子は、本来仏教

の儀式につかう楽器で、小さなシンバルのよう

な形をしており、両手に持って打ち鴫らすもの
つつみ 〈 と'うずけ

です。なお、鼓は京での生活が長かった工藤祐
つれ

経が打ったといわれています。 この工藤祐経
あだう

は、のちに富士野の狩の際に曽我兄弟の仇討ち
かたき

と知られる事件で、敵として討たれてしまった

人物です。
い哀よう かよう

また、当時は今様という歌謡が流行していま

したが、菫忠はこれもまた見事に歌うことがで
げんI〕やく

きたようです。元暦元年(1184) 11月6日、
かく” ら

鶴岡八幡宮で神楽が催されたとき、頼朝は八幡
｡､くっしう

宮の別当主催の宴会に招かれました。宴席に
ら ご

は、今様を得意とする稚児が京から呼び寄せら

L

銅拍子の復元品》＜当鍾蔵＞
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凶

村と争った際に投げたと伝える大石が残されて

います。逸話をそのまま信じることはできない

までも、菫忠は相当の怪力の持ち主であったと

いえるでしょう。このような怪力伝説をうけ

て、かつては男子が産まれると、その子の健

康・栄達を願い、力石をかかえた菫忠を描く絵

馬が奉納されていました。

文芸作品のなかの菫忠は、情理に通じ、高い

教養を備えた理想の人物として描かれていま
そがものがた:)

す。 『曽我物語』では温厚で将来を案じる賢人
･藁んらく かぶ き だんのうらか_辻ぐん言 し$9つ

として、文楽や歌舞伎の『壇浦兜軍記』や『出
せかげきよ

世景清』などでは情に厚い名脇役として登場し

ます。

|重忠伝説
1 ．－写 ‘ ､ 忌

＝ " ＝一

鴬驚鍵霞
奥州を平定し、鎌倉に戻った頼朝は、平泉で

ち.ううそんし にかいとうだいら臭うじゅいん けん

目にした中尊寺の二階堂大長寿院をまねて、建
き､〕う ようふく じ

久3年(1192) 、鎌倉に永福寺（現在は廃寺。

二階堂ともいわれ現在でも地名としてのこる）

を建立しました。その工事の際怪力で知られ

た菫忠は、庭石となる大石をひとりで運び、周
あづ妄かが忌

囲の人々を驚かせたと『吾妻鏡』に記されてい
ﾆこんち上もんじ‘〕う

ます。このほかにも『古今著聞集』には、頼朝
りき しながい

の御前で相撲が催された際関東一の力士長居

と取り組みをした菫忠は、長居の肩の骨を砕い

てしまったという話が残されています。

また、深谷市畠山には、重忠が荒川の対岸の

《永福寺跡の菫忠石と伝わる大石

(鎌倉市）高さ約128cm》

《絵馬 ｢三思力石持」 （複製)》＜当館蔵・原資料は江戸東京たてもの園蔵＞

《江戸時代の錦絵（芝居絵） 「壇浦兜軍記｣》＜当館蔵＞右から、景濤、皇山菫忠、阿古屋と娘の人丸
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ない。偽りをいわないことは頼朝公がよくご存

じである。このことを頼朝公に披露していただ

きたい」と述べ、起請文を出すことを拒みまし

た。

景時が頼朝に取り次ぐと、頼朝は何もいわ

ず、菫忠と行平を呼び出しましたが、謀反のこ

とについて問いただすことはありませんでし

た。このように菫忠は窮地に追い込まれました

が、正々堂々と無実を訴え、事なきを得たので

した。
ひ嬢う

この一件は、単なる景時の菫忠に対する誹誇
弓:りうしこう

中傷としてとらえることが出来ます。 しかし、

鎌倉幕府の創設前後の時期には、 このような家

臣内における権力争いが活発でした。
かわこ:えしげより

源義経に娘を嫁がせていた河越重頼は、文治

元年(1185)、義経に連座するかたちで所領を
ろ届3うざつ

没収のうえ誹殺され､北条蒔嚴と対立した比企
けんに人 とうばつ

氏は、建仁3年(1203)、一族ｶづ討伐されるなど

多くの武将がこの時期に殺されています。

｜

’ 沼田御厨をめぐる騒籔‐ 量鱗
し;”じ入

文治3年(1187) 9月27日、菫忠は囚人とし
ち ぱたね妄さ

て千葉胤正に預けられました。これは、菫忠が

地頭をつとめていた｜鐵菌(三重県)の落鋤
〈 I)や

厨という領地のことで裁判が起こり、その責任
い せしん

を問われたためでした。鎌倉時代には、伊勢神
〈』う しんりまう み〈 !)や

宮の神領である御厨という土地があり、その中

のひとつである沼田御厨は、菫忠が管理を任さ
だ（ ,かん

れていました。このため菫忠は、代官（代わり

の人物）を派遣して御厨を管理させました。そ

の代官が強引にある人物の財産を没収したとす

る訴えがなされたのです。責任者として幕府に

呼び出された菫忠は、 「代官がしたことで、 自

分は知らなかった。申し訳ない」と謝罪しまし

たが、囚人扱いとなりました。

菫忠は、預けられた千葉胤正の屋敷で、食事

をとらず、眠らず、口もきかず謹慎し、反省の

意志を示すとともに、絶食して死ぬつもりのよ

うでした。この様子を聞いた、頼朝はその態度

に感心し、すぐに許したといわれています。
かじわらかげとき

このあと、梶原景時が頼朝に、 「囚人扱いさ
む ’まん 〈 ｵ､た

れたことを恨んだ重忠が謀反を企てている」と

議したため､文治3年ll月l5日に頼朝は､i、
やまあさ岸つ わ だよしもり

山朝光・和田義盛らを招集して菫忠の処置を問
Lさこうべゆきひら

いました。合議の結果、下河辺行平を使者とし

て謀反の企てが事実であるのか確認させること

になります。行平は17日に菅谷の館に赴き、

鎌倉の様子を伝えると、菫忠は大いに憤慨しま
ごおん

した。 「多年の御恩があるのになぜ反逆しなけ

ればならないのか。謹言するものの口車に乗せ

られてだまし討ちにあうよりも、身の潔白を示

すために自殺する」というのです。 しかし、行

平の説得により、同月21日、菫忠は釈明のため

行平とともに鎌倉へ向かい景時に申し開きをし

ました。この時、景時は、謀反の意志がないの
き し長うも，:‐

であれば、それを誓うために起請文を提出する

よう求めました。これに対して菫忠は、 「自分

は考えていることと発言内容とを違える者では
三忠が奉納したといわれる国宝・赤糸威大鎧》<青梅市･武蔵御嶽神社蔵>
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～二俣川の戦い』

、
戸べ

子
公

めいげつき げん号>う

『明月記』によれば、元久元年(1204) 、
ほうじ臭うとき妄さ

菫忠が北条時政を討ったといううわさが京都の
く げ

公家たちの間でひろまりました。これは誤報で

したが、この出来事は、鎌倉の幕府政治を心よ

く思っていなかった京都の公家たちの思いが表

れたものととらえることができます。

元久2年(1205)の鎌倉は、4月から不穏な
あづまかが具

空気が流れていたと『吾妻鏡』は記していま
しげやす ( 、なげしげ

す。 6月20日に、菫忠の息子の重保は、稲毛重
なり

成に招かれ鎌倉に入りました。そして事件が起

きたのは、 6月22日のことでした。鎌倉で騒ぎ
ゆ い がはま

があり、何事かと由比ケ浜に様子を見に行った
みうらよしむら

重保が、三浦義村の指揮により殺害されてしま

ったのです。

一方、 『吾妻鏡』によれば、菫忠は、 6月19
すがややかた

日に菅谷館を出て鎌倉に向かっていました。と
ふたまたかわ

ころが、同月22日、二俣川（横浜市旭区） ま

で来ていた菫忠のもとに、重保が討たれ、 さら

には自分を討つために、北条氏の軍勢が鎌倉か

らこちらに向かっていることが知らされたので
よしとき かさいきよ

した。大手の大将軍は北条義時先陣は葛西情
しげ かわごえしげとき しげ

菫、秩父平氏の系譜を引く河越菫時・河越重
かず え とただしげ

員・江戸忠重らを含む大軍勢でした。これに対
しげひで ばﾉ'しだちかつね

し重忠勢は、重忠の次男重秀、家臣の本田近常
{よんざわなりぎよ

や榛沢成清らわずか130騎程度で、勝ち目はあ

りませんでしたが、菅谷館に引き返すこともせ

ず、二俣川で幕府の軍勢を待ち受け、 4時間に

も及ぶ激闘むなしく、菫忠主従は討死しまし
あL ‘こうすえたか

た・菫忠は、愛甲季隆の射た矢があたり、首級

をとられたといわれています。また、畠山重秀

と家臣は自害したと記録されています。

なぜこのようなことになったのでしょうか。

『吾妻鏡』の記事からうかがってみましょう。
きねとも 尺 だ'. ､と二ろ

畠山重保は、 3代将軍実朝の御台所（正室）
じェううぐ

を迎えるため上洛した際元久元年11月、北条
室差 かた 6,1.めり，こ ひらがとも主さ

時政の後妻牧の方の娘婿の平賀朝雅と口論にな

りました。このことを朝雅は、牧の方に訴え、

牧の方は北条時政を動かし菫忠・重保親子の殺

害を計画させます。当時幕府の実権は、時政で

はなく息子の義時に移っていたため、時政は、

まず義時に相談を持ちかけました。はじめは反

対していた義時も結局は討伐に賛同し、菫忠親

子を討ちました。ところが、戦さが終わってみ

ると、二俣川で出会った菫忠の軍勢があまりに
むぼん

少人数で、 とても謀反を企てていたとは考えら

れなかったとして、菫忠の死後、義時は討伐を
しつき．？ 〈

計画した北条時政と牧の方らを幕府から失脚さ
し産 ！ ） 二う

せました。そして、一度は没収した所領を後に
あんと’

菫忠の未亡人に安堵しています。

『吾妻鏡』の記述では、重保と朝雅の口論の

菫忠が討たれたニイ昊川の古戦場跡（横浜市)》

<由比ヶ浜（鎌倉市）近くにたつ

伝二Lu菫保供養塔（宝筐印塔)》

曇.
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原因は明らかではなく、 また口論だけが討伐の

理由とは思えません。このとき時政は、源氏の

血を受け継ぐ平賀朝雅を将軍にたて、 自分が
二つけん

後見になることによって、義時に移ってしまっ

た権力を取り戻そうとしたといわれています。
まさ ニ

ー方の義時は、亡き頼朝の正室である姉政子と

ともに、北条氏中心の政治を確立しようとして

いました。いずれにしても、時政や義時にとっ

て、幕府草創の原動力となった武蔵武士の発祥

の地である武蔵国を掌握するにあたり、武蔵国

に古くから勢力をもつ畠山氏の存在は、脅威で

あり邪魔であったと思われます。この時まで
かわごえし ひ き し

に、河越氏や比企氏は討たれており、武蔵国に

おける有力者は畠山氏だけとなっていました。

時政も義時も、畠山氏を討つことについては

利害が一致しており、そのきっかけを探してい

たことでしょう。そこに平賀朝雅と畠山重保

の間にもめごとが起きたので、 これを利用した

のだと考えられるのです。そのうえで義時は、

菫忠らを討ったあと、 「菫忠に無実の罪を着せ

た」との理由により、時政や朝雅を失脚させる

ことに成功し、権力を不動のものとしました。

これが事実とすれば、 『吾妻鏡』が記すような

義時は無実の罪で討たれた菫忠への哀れみから

時政を失脚させたのではなく、すべて当初から

の計画だったと考えることもできます。
<ひ

菫忠が討たれた二俣川周辺には、菫忠の首
づか し, っづか

塚、家臣を葬ったという六シ塚、北条氏の軍勢
ま 差 ばら

が集まったという万騎が原など、合戦にまつわ

る史跡が今に伝えられています。

《菫忠の首を納めたといわれる首塚（横浜市)》 菫忠の家臣を葬ったといわれる六シ塚（横浜市)》

<軍勢があふれたところからついたといわれる万騎が原(横浜市)〉
<二俣川古戦塲跡にたつ畠山菫忠公碑（横浜市)》
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埼玉県深谷市畠山は、重忠の父・重能が館を構え、畠山性を名乗った、畠山氏発祥の地です。
重忠は、 この畠山荘で誕生したと伝えられています。
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《畠山館跡》 (畠山菫忠および家臣の薑といわれる五輪塔》
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(菫忠が再興したといわれる満福寺》 《秩父からこの地に移った際､秩父の椋神社を勧請して建立された井椋神社

館を鱈え塗盤≦~蕊霞驚宇了
!

現在の菅谷館跡は、菫忠が居住していた鎌倉
やかたあと

時代の館跡を改修・拡張して造られた戦国時代

の城跡です。菅谷館は誰がいつ築いたものか明

らかではありません。また、菫忠時代の館が館

跡内のどの場所にあったのかは、全面発掘調査

を行っていないことからわかっていません。

『吾妻鏡』によれば、菫忠は文治3年（1 187）

，1月までには菅谷館で暮らしており、元久2年

（1205） 6月の出陣もこの館からでした。一Vノ風ロノノ ーノ、宮曹ノーo

i

O

E

------.ノ命ら犀一堅詐 ＝

《菅谷館跡》
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畠山重忠関係略年表
年（西暦） 月.日 できご､と

重忠武蔵国男衾郡畠山館（現深谷市畠山）に生まれる。

父は畠山菫能、母は三浦義明の娘。幼名を氏王丸という。

畠山菫能、小山田有菫の兄弟、京都大番役のため上洛。

源頼朝、伊豆で挙兵。

菫忠、平氏方として鎌倉由比ヶ浜で三浦義澄と合戦。

重忠、河越菫頼江戸菫長らと三浦氏の居城衣笠城を攻め落とす。三浦義明自刃。

菫忠、長井の渡しで河越菫頼、江戸菫長らとともに、頼朝と参会し、従う。

頼朝、平氏討伐のため鎌倉に向け発つ。重忠先陣をつとめる。

畠山菫能・小山田有菫ら平宗盛より暇をうける。

宇治川の戦いで、重忠、丹党以下500騎で川を渡る。

菫忠、六条河原で源義仲と戦う。

源義仲、近江国粟津（現滋賀県大津市）で討死。

重忠、－の谷の合戦で活躍。

鶴岡八幡宮別当坊で音曲あり、重忠は今様を歌う。

平氏、壇ノ浦にて滅亡する。

静御前、鶴岡八幡宮で舞を舞う。菫忠、銅拍子で伴奏する。

伊勢国沼田御厨の代官が濫防。地頭である重忠が訴えられる。

沼田御厨を没収され、重忠、囚人として千葉胤正に預けられる。

千葉胤正の仲介により許され、重忠、武蔵国に帰る。

梶原景時、菫忠に謀反の意ありと頼朝に讓言する。

下河原行平、重忠を伴い鎌倉へ帰る。菫忠、起請文を書くようにいわれるも拒否。

源義経追捕の院宣がでる。

源義経、奥州衣川館で自害。奥州合戦始まる。

重忠、阿津賀志山（現福島県伊達郡国見町）の合戦で藤原国衡を討ち取る。

重忠、勲功の賞として陸奥国葛岡郡（現宮城県大崎市）を与えられる。

頼朝、上洛。重忠、上洛の先陣を命じられる。

菫忠、永福寺庭池の大石をひとりで運び据える。

頼朝、征夷大将軍に任じられる。

重忠、頼朝から丹党と児玉党の諄いの仲裁を命じられる。

菫忠ら、頼朝に従って富士野の狩に赴く。

曽我兄弟の尋問が行われる。菫忠、尋問の座に列席する。

頼朝、東大寺供養のため上洛。菫忠、先陣をつとめる。

菫忠、栂尾（現京都府京都市）で明惠上人に会い、教えを乞う。

頼朝、死去（53歳） 。菫忠、嫡子頼家のことを託される。

重忠、梶原景時の糾弾連署状に言名する。

景時、鎌倉を追放される。翌年1月20日梶原一族討たれる。

比企一族討たれる。菫忠、比企氏討伐軍に連なる。

京都で菫忠が執権北条時政を討ったとのうわさがひろまる。

菫忠の子・六郎菫保、三代将軍実朝の御台所を迎えるため上洛する。

菫保、京都守護の平賀朝雅と口論する。

菫忠・菫保父子の勘当が解ける。

菫忠、武蔵国菅谷館を出発し鎌倉へ向かう。

菫保、三浦義村に由比ヶ浜で討たれる。菫忠、二俣川で北条義時．北条時房率いる大軍

に雲われ、重忠以下134名討死。

義時ら鎌倉に帰る。重忠の無実の死を悲しむ。

時政．牧の方が追放される。22日、北条義時、執権となる。

重忠の未亡人（北条時政の娘） 、所領を安堵される。

長寛2年（1164）
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